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　祭りのシーズンが到来し、みこしを引く子1

・供たちの顔がうれしさで輝いています。でも、…

1本当に楽しんでいるのは、行く先々でビールl

lをあおるお父さんたちかも…。

この広報紙は、再生

紙を使っています。
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あ
な
た
の
ま
ち
に

　
世
界
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・
王
貞
治
、

技
巧
派
・
東
尾
修
、
ま
さ
か
り
投
法
・

村
田
兆
治
、
打
撃
の
職
人
・
張
本
勲

室
プ
ロ
野
球
の
往
年
の
名
選
手
十

二
人
が
先
月
二
十
九
日
、
十
日
町
市

の
笹
山
野
球
場
に
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し

た
。　
絶
好
の
野
球
日
よ
り
と
な
っ
た
こ

の
日
、
名
球
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
実

技
指
導
を
受
け
よ
う
と
い
う
ち
び
っ

子
球
児
や
、
往
年
の
大
ス
タ
ー
を
一

目
見
よ
う
と
い
う
野
球
フ
ァ
ン
ら
、

お
よ
そ
七
千
人
が
ス
タ
ン
ド
に
つ
め

か
け
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
で
は
通
路

に
も
人
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

ザ
で
し
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式

で
は
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平
山
知

事
が
、
「
私
も
今
日
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
て
出
場
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
と
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
十
時
半
か
ら
は
野
球
教
室
が
始
ま

り
、
ち
び
っ
子
球
児
た
ち
が
バ
ッ
テ

イ
ン
グ
の
コ
ツ
や
投
球
フ
ォ
ー
ム
な

ど
に
つ
い
て
、
大
ス
タ
ー
か
ら
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
時
か
ら
は
市
営
陸
上

競
技
場
で
、
王
貞
治
さ
ん
の
「
私
の

野
球
人
生
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
、
途
中
、
会
場
を
ギ
ッ
シ
リ
と
埋

め
尽
く
し
た
聴
衆
か
ら
、
指
導
の
コ

ツ
や
酒
ど
う
し
た
ら
野
球
が
う
ま
く

な
れ
る
か
と
い
っ
た
質
間
が
出
さ
れ

る
と
、
王
さ
ん
は
、
長
年
の
経
験
を

も
と
に
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与

え
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

移
り
、
一
時
か
ら
行
わ
れ
た
「
的
あ

て
競
争
」
で
は
、
参
加
し
た
お
と
な

た
ち
を
尻
目
に
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿

も
り
り
し
い
十
歳
の
お
嬢
ち
ゃ
ん
が

投
じ
た
一
球
が
、
見
事
、
的
に
命
中

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
名
球
会
の
投

手
が
投
げ
る
ボ
ー
ル
を
打
つ
「
二
百

勝
投
手
と
一
騎
打
ち
」
で
は
、
如
来

寺
の
井
ノ
川
良
一
さ
ん
が
挑
戦
し
、

五
球
の
う
ち
最
後
の
ボ
ー
ル
を
、
三

名球会を代表して王さんがあいさつ

塁
後
方
に
ヒ
ッ
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
注
目
の
親
善
試
合
で
は
、
名
球
会

　
　
　
　
　
　
き
ぬ
の
み
や
こ

チ
ー
ム
に
地
元
絹
都
選
抜
チ
ー
ム
が

挑
み
ま
し
た
。
平
山
知
事
も
丸
山
十

日
町
市
長
ら
と
始
球
式
を
行
っ
た
あ

と
、
早
速
セ
カ
ン
ド
の
守
備
に
つ
き
、

ゴ
ロ
を
た
く
み
に
さ
ば
い
て
ワ
ン
ア

ウ
ト
を
と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
打
撃

で
は
地
元
チ
ー
ム
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ

ー
と
し
て
登
場
。
大
き
な
セ
ン
タ
ー

フ
ラ
イ
を
打
ち
上
げ
る
と
、
会
場
か

ら
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
と
拍
手

が
わ
き
お
こ
り
ま
し
た
。

往年の名投手・バッターが実技指導
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私の野球人生・・・…王貞治

　私が生れ育った東京下町では、野球が好ぎだった人が集まって子供

たちに教えていた。今のようにユニフォームなど着ないで、ただただ

野球を楽しみながら練習していた。とにかく、そのころの遊びという

と、野球と相撲とメンコ、べ一ゴマくらいしかなかった。

　小学校3年生ころから兄について行き、球拾いをして野球に親しん

だ◎また、後楽園球場が近かったので、よくプロ野球を見に行った。

プロ野球選手にあこがれ、当時はテレビなどないから、自分の中でど

んどん夢を膨らませ、プロ野球選手になりたいと思った。

　中学校には野球部がなかったので、野球は日曜日しかしなかった。

陸上部と卓球部に籍を置き、それらの練習から瞬発力や体のキレなど

を身につけたのではないかと思う。

　高校の時は最初からピッチャーだった。中学の時から“お山の大将”

だったが、高校に入ってもすぐ“お山の大将”になった。甲子園には

1年の夏から4回出場し、2年の夏に優勝した。予選で負けた時のこ

とは覚えているが、勝った時のことはよく覚えていない。

　その後、子供のころからよく後楽園球場へ遊びに行ったことから、

ジヤイアンツがプロ野球の代表だと思っていたので、ジヤイアンツに

入団した。阪神・中日からも誘いがあり、阪神に入りかけたが、ジャ、

イアンツに入ったことで長嶋さんや藤田さんに出会えてよかった。

　入団して1年目は三振王といわれ、2年目、3年目はそこそこの選

手にしかなれなかった。4年目にホームラン王のもとになった1本足

打法に転じた。この打法は私には罠かったが、誰にでも合うものでは

ないので、他の人に指導するときには勧めない。ジャイアンツに入っ

てからは長嶋さんをライバルとして、追いつき追い越せで頑張った。

その後、張本さんという選手が入ってきたので、彼をライバルとして

頑張った。

　ホームランを打つと、自分だけが自由にダイヤモンドを1周できる。

この感激が忘れられず、「また打ってやろう」と思いながらバッターボ

ックスに入っていた。みんなも高くなくていいから目標を持って練習

してほしい。私は好奇心の強いほうなので、今獄英会話の練習をして

おり、外国人と気軽に話すという目標を持っている。目標を持つと生

活に張りが出るので、是非目標を持ってほしい。

　私は、入団したときはピッチャーだったが、すぐバッターに転向し

た。江川というピッチャーが9年ほどジャイアンツにいたが、彼は優

れすぎていたので楽をしすぎた。普通であれば15年くらい投げられた

はず。彼はバツターを見下して投げていた。

　私が影響を受けた人に水原さん、荒川さん、川上さん、長嶋さんな

どがいる。荒川さんは私の直接の恩師で、この人の指導があったから

こそ今の自分がある。荒川さんの家で行なった練習は厳しかったが、

荒川さんの情熱が素晴らしかったからあそこまでできた。指導する人

の情熱が一番大事なのではないか。リトルリーグを見ていると、厳し

い指導者のいるチームがやはり強い。

　野球は自然に覚えるのが一番いい。自然に覚えるには体に覚え込ま

せるより他にない。箸の使い方がそうだが、習うという気持ちさはな

く無意識で慣れるから、意識せずに箸を使えるようになる。このよう

に、野球も繰り返し練習して、無意識のうちにバットを振れる・投げ

るというのが一番早く上達する。

　選手の指導に当って重要なことは、根気と目標を持たせること。目

標を選手に与えて意識改革を行ない、勝つことを意識させることが大

切です。

＝
鞭、

欝

講演する王貞治さん

　ン　　　

轟

勢ぞろいした名球会メンバー

　　　　　　　　織
200勝投手に挑む井ノ川良一さん
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　なつかしい1本足打法からのスイング

平山知事の見事なバッティング

広報なかさと 平成5年9目10日
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お盆の15日、恒例の￥’夏の成人式”が∪モールで行われました。

今年は「自分たちの成人式を思い出深いものにしよう」と、成人代

表者6人で実行委員会を組織し、記念植樹や村内めぐりなど．新しい

形の成人式を演出しました。

今年成人式を迎えたのは、昨年より2名少ない104人（男性56人￥女

性48人）で￥この日は該当者の90％近い86人が￥思い思いの服装で出

席しました。

式典で山本村長は、「私たちの村は過疎の波に洗われており、将来の

展望もおぼつかない状態になっています。村ではマイ・ライフ・リゾ

ート新潟の開発計画の一環として、スキー場が一部オーブンしており￥

これから2次・3次の計画に着工し、若者が住みやすい村作りに努めて

いきます。村は皆さんを必要としています。どうかこれからも村を璽

してください」とあいさつ。上村県議会議員と齋喜村議会議長￥藤田

教育委員長の祝辞のあと．成人を代表して芋沢の瀬切繁行さんが．「お

となになる￥それは人間として当たり前のことであり￥いつまでも甘

えてはいられません。自分に厳しく、自信を持って生きていくことが

大切です。たくさんの人と出会い、視野を広げながら￥何が真実であ

るかを知り．権利と義務の遂行を新たなる課題として頑張ります。」と

謝辞を述べました。

日本酒で乾杯したあと￥中学校時代のクラスごとに3台のバスに分

乗して中里中学校へ向い、学校のブール脇で記念植樹を行いました。

今年成人となった人たちは、学校統合により中里中学校が誕生して最

初の新入生で￥思い出深いこの地に、毎年白い花が咲き赤い実をつけ

る落葉樹￥ヤマボウシの木1本を全員で植えました。このあと清津峡

で昼食をとり、七ツ釜や小松原開発畑￥ナイター施設が完備された村

民グラウンドなど￥村の名所や施設を見て回り、豊富な自然と￥一方

では開発が進んでいる様子に、改めて故郷の良さを認識していました。

夕万から実行委員会主催の合同同級会が行われ、中学校時代の恩師

5人を囲んでの楽しいひとときを過ごしていました。

縫

萎繋苺
齢撚　 櫛 講覇

「村を愛してください」と村長

謝辞を述べる瀬切さん

成人を祝して「カンパイ」

記念撮影は少し緊張気味
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　灘禰騒羅鞭
中学校玄関で友

全員でヤマボウシの木を植樹しました

1灘醗’、、．　鋤
馨顎嚢　　　欝・．難　　　蹟『、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騒　　　　蟹環騒灘　　　麟鋼
　　村内めぐりの車中はさながら修学旅行のよう

小松原はあいにく一面の霧の中七ツ釜に若者のにぎやかな声が響きました

平成5年9月10臼広報なかさと
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い
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述
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艦
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新
ト
ン
ネ
ル
期
成
同
盟
会
総
会
が
開
か
れ
る
“ ／／／，

　　　　1

履

6

総会であいさつする山本村長

　
国
道
三
五
三
号
線
十
二
峠
新
ト
ン

ネ
ル
開
削
期
成
同
盟
会
（
会
長
・
齋

喜
宗
一
郎
中
里
村
議
会
議
長
）
の
総

会
が
先
月
九
日
、
山
崎
の
林
屋
旅
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
国
道
三
五
三
号
線
の

塩
沢
・
中
里
間
を
通
行
す
る
頻
度
の

高
い
十
六
市
町
村
の
議
会
議
長
で
構

成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
昨
年
の
総

会
で
は
、
現
道
及
び
高
規
格
道
路
と

の
関
係
か
ら
、
会
の
方
針
が
揺
れ
動

く
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
総
会
で
は
、
冒
頭
、
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
山
本
村
長
が
、
「
こ

の
期
成
同
盟
会
の
運
動
が
（
高
規
格

道
路
の
ル
ー
ト
に
）
大
き
な
影
響
を

与
え
る
の
で
、
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
高
規
格
道
路
と
十
二

峠
新
ト
ン
ネ
ル
運
動
と
の
関
連
性
の

大
き
さ
を
示
唆
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
は
、
「
現
道
改
良
中
な
の
で
新
ト

ン
ネ
ル
の
運
動
は
控
え
て
ほ
し
い
」

と
い
う
県
関
係
者
の
要
望
か
ら
、
陳

情
活
動
を
自
粛
し
て
き
ま
し
た
が
、

山
本
村
長
が
、
「
こ
の
会
は
議
会
議
長

の
組
織
だ
か
ら
、
積
極
的
に
運
動
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
を
述
べ

た
こ
と
に
よ
り
、
同
会
で
は
積
極
的

な
陳
情
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
規
格
道
路
に
っ
い
て
湯

沢
町
の
高
野
常
久
議
長
は
、
「
長
野
や

関
西
か
ら
ス
キ
ー
客
の
誘
致
に
大
い

に
期
待
で
き
る
」
と
話
し
、
塩
沢
町

の
小
野
塚
要
議
長
も
「
上
越
圏
と
の

直
結
で
経
済
効
果
は
大
き
い
。
町
を

あ
げ
て
歓
迎
し
て
い
る
」
と
話
し
、

高
規
格
道
路
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し

た
。

「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
ー
す
」

　
帰
省
の
マ
イ
カ
ー
で
混
雑
が
始
ま

っ
た
先
月
十
一
日
、
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
と
交
通
安
全
協
会
、
住
み

よ
い
郷
土
建
設
協
会
で
は
、
国
道
一

一
七
号
線
と
三
五
三
号
線
に
交
通
指

導
所
を
設
置
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
三
五
三
号
線
十
二
峠
に
設
け
ら
れ

た
指
導
所
で
は
、
小
雨
の
中
、
交
通

指
導
員
と
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会

の
役
員
が
「
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
の
で
、
安
全
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
ず
に
乗

車
し
て
い
る
人
も
多
々
見
ら
れ
、
警

察
官
か
ら
注
意
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

村
内
で
大
き
な
事
故
は
発
生
し
て
い

な
い
も
の
の
、
県
内
及
び
近
隣
市
町

で
は
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
続
く

よ
う
に
、
機
会
を
み
て
は
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

安全運転をお願いします
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帰
省
客
ら
が
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
満
喫

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り
が

お
盆
の
十
五
日
行
わ
れ
、
帰
省
客
や

近
隣
市
町
村
か
ら
の
家
族
連
れ
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
小
雨
ま
じ
り
の
あ
い
に
く
の
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
人
が
同

公
園
を
訪
れ
、
名
物
の
う
な
ぎ
の
つ

か
み
取
り
や
雪
の
滑
り
台
、
雪
上
綱

引
き
、
雪
中
宝
探
し
な
ど
、
親
子
一

緒
に
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
う
な
ぎ
の
つ
か
み
取
り
で
は
、
童

心
に
帰
っ
た
父
親
が
子
供
と
一
緒
に

池
の
中
を
走
り
回
り
、
び
し
ょ
漏
れ

に
な
り
な
が
ら
う
な
ぎ
を
追
う
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　
お
昼
に
は
、
周
囲
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
そ
う
め

ん
流
し
な
ど
を
昧
わ
い
、
自
然
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
は
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
が
原
因
で
す

　
人
間
、
年
を
ど
る
と
腰
が
曲
が
っ

た
り
背
中
が
丸
く
な
る
の
は
当
り
前
、

と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ま

で
は
す
べ
て
年
令
の
せ
い
で
、
そ
れ

ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
と
は
思
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
、
こ
れ

は
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
い
う
病
気

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。　
国
内
に
お
け
る
骨
粗
し
ょ
う
症
の

デ
ー
タ
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
県
と
村
で
は
、
こ
の

デ
ー
タ
の
収
集
と
今
後
の
対
策
を
検

討
す
る
た
め
、
先
月
九
日
か
ら
十
三

日
に
か
け
て
、
四
十
五
歳
以
上
の
女

性
百
六
十
三
人
の
骨
密
度
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
検
査
は
、
四
十
五
～
四
十
九

歳
、
五
十
歳
代
、
六
十
歳
代
と
年
代

別
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
更
に
、
事

後
指
導
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
と
受
け

な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
二
年
後
に

再
検
査
を
実
施
し
て
、
今
後
の
対
策

の
判
断
材
料
に
す
る
も
の
で
す
。

〔
骨
粗
し
ょ
う
症
の
発
生
〕

　
骨
も
、
皮
膚
や
筋
肉
な
ど
の
よ
う

に
「
代
謝
」
を
行
っ
て
お
り
、
常
に

あ
る
一
定
量
が
新
し
く
作
ら
れ
、
減

っ
た
分
の
補
給
を
す
る
な
ど
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
代

謝
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
．

　
し
か
し
、
こ
の
活
動
が
何
ら
か
の

原
因
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
が

極
端
に
減
っ
て
し
ま
い
、
す
き
ま
が

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
骨
粗
し
ょ
う
症
で

す
。

　
こ
の
病
気
は
、
骨
折
し
や
す
く
な

る
こ
と
か
ら
寝
た
き
り
の
原
因
に
な

っ
た
り
、
腰
痛
や
運
動
能
力
の
低
下

に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
の
行
動
範
囲

ま
で
狭
め
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
、

女
性
に
多
く
発
生
す
る
病
気
で
、
女

性
は
男
性
に
比
べ
骨
量
が
少
な
い
の

に
、
妊
娠
や
出
産
、
授
乳
に
よ
っ
て

体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
失
わ
れ
、
四

十
代
で
も
発
病
し
、
五
十
代
を
過
ぎ

る
と
急
に
多
く
な
り
ま
す
。

〔
丈
夫
な
骨
を
作
る
に
は
〕

①
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
取
ろ
う

　
日
本
人
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
量

は
一
日
に
六
〇
〇
㎎
で
す
が
、
実
際

に
は
平
均
五
三
一
㎎
し
か
取
っ
て
い

ま
せ
ん
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
は
摂

取
し
た
量
に
比
例
し
ま
す
が
、
千
㎎

を
超
え
る
と
、
そ
れ
以
上
は
排
せ
つ

さ
れ
ま
す
。
取
り
過
ぎ
の
心
配
は
な

い
の
で
、
毎
日
取
る
こ
と
が
大
切
で

す
。②
毎
日
、
運
動
を
し
よ
う

　
運
動
を
す
る
と
、
骨
が
し
っ
か
り

し
て
硬
く
な
り
ま
す
。
運
動
不
足
だ

と
、
骨
重
が
減
少
し
ま
す
。

　
し
こ
う
ひ
ん

③
嗜
好
品
を
控
え
る

　
喫
煙
は
体
重
を
減
ら
し
、
閉
経
を

早
め
ま
す
。
長
い
間
、
多
量
に
ア
ル
コ

ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
と
、
骨
重
を
減

ら
し
ま
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
の
取
り
過

ぎ
も
、
骨
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

④
日
光
に
よ
く
あ
た
る

　
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
に
は
、
ビ
タ

、
、
・
ン
D
が
大
き
な
働
き
を
し
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
食
物
か
ら
摂
取
さ

れ
る
他
、
紫
外
線
の
作
用
で
も
作
ら

れ
ま
す
ー

平成5年9月10日広報なかさと7



現場で熱心に研修を受ける参加者
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下
水
道
工
事
現
地
研
修
会
開
か
れ
る

　
先
月
二
十
日
午
後
、
村
建
設
業
協

会
主
催
の
下
水
道
工
事
現
地
研
修
会

が
田
沢
小
学
校
裏
で
開
か
れ
、
下
水

道
工
事
に
携
わ
る
村
内
の
業
者
十
社

か
ら
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
役
場
建
設
課
の
下
水
道

担
当
職
員
が
、
資
料
を
用
い
て
下
水

道
工
事
の
設
計
指
針
と
施
工
管
理
指

針
な
ど
を
説
明
。
そ
の
後
、
下
水
道

管
敷
設
工
事
現
場
で
実
際
に
施
行
し

て
い
る
業
者
か
ら
、
施
工
概
要
、
施

工
管
理
、
下
水
道
管
の
敷
設
方
法
、

丁
張
り
の
出
し
方
、
掘
削
、
土
止
め
、

埋
め
も
ど
し
工
法
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
村
で
は
現
在
、
平
成
八
年
度
ま
で

を
第
一
期
工
事
と
し
、
田
沢
地
区
で

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
下
水
道

工
事
は
土
砂
の
崩
落
な
ど
の
事
故
が

発
生
し
や
す
い
た
め
、
特
に
安
全
管

理
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
各
社
の
代
表
者
た
ち
は
、

安
全
管
理
、
施
工
管
理
を
は
じ
め
、

様
々
な
工
法
や
施
工
上
の
問
題
点
な

ど
の
説
明
に
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ

て
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
ま
し
た
。

　鐙≦二心

～甑灘～＿＿｝
　　　　ハ　
ハ　き　　ハ　ロ

菱鐸
　｝隔隔㎜

　　　安全管理は抜かりなく

素晴らしい演奏を披露する県警音楽隊

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
ま
す

　
先
月
二
十
八
日
午
後
、
十
日
町
市

総
合
体
育
館
で
「
お
ま
わ
り
さ
ん
と

児
童
・
生
徒
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
か
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
千

三
百
人
が
生
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
日
頃
、
本

物
の
演
奏
等
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

い
郡
市
内
の
幼
児
、
児
童
、
生
徒
及

び
一
般
の
人
た
ち
に
、
生
演
奏
の
素

晴
ら
し
さ
を
体
験
し
で
も
ら
い
、
ま

た
、
お
ま
わ
り
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

と
親
睦
を
深
め
、
楽
し
み
な
が
ら
交

通
安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

コ
ン
サ
ー
ト
で
交
通
安
全
意
識
高
め
る

郡
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
十
日

町
警
察
署
、
警
察
官
友
の
会
が
主
催

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
第
一
部
と
第
二
部

に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
部
で
は
、

郡
市
内
五
つ
の
保
育
所
、
小
・
中
学

校
児
童
・
生
徒
に
よ
る
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
館
内
い
っ
ぱ
い
に
響
き

わ
た
る
太
鼓
の
音
や
美
し
い
旋
律
を

奏
で
る
吹
奏
楽
の
演
奏
、
か
わ
い
い

保
育
園
児
の
鼓
笛
隊
な
ど
、
練
習
を

積
ん
だ
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、
新
潟
県
警
察
音
楽
隊

の
演
奏
及
び
ド
リ
ル
演
奏
が
行
わ
れ
、

民
踊
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
曲
や
T
V
ア

ニ
メ
の
主
題
歌
、
N
H
K
ド
ラ
マ
「
ひ

ら
り
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
な
ど
、
み

ん
な
が
よ
く
知
っ
て
い
る
曲
が
演
奏

さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
全
身
で
リ
ズ

ム
を
取
り
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
最
後
は
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

も
加
わ
っ
た
ド
リ
ル
演
奏
が
十
五
分

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
隊
列
で
移

動
し
な
が
ら
の
演
奏
や
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
の
華
麗
な
動
き
に
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

カラーガード隊の華麗な演技



県
少
年
の
主
張
郡
市
大
会
で
熱
弁

　
第
十
四
回
新
潟
県
少
年
の
主
張
十

日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会
が
先
月
十

八
日
午
後
、
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
日
頃
考

え
て
い
る
清
新
か
つ
建
設
的
な
意
見

を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が

健
康
な
心
身
づ
く
り
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
区
内
の
住
民
が
そ
の
健
全

育
成
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
こ
の
日
は
郡
市
内
の
各
中

学
校
を
代
表
し
て
十
人
が
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
郡
市
中
学
校
長
会
長

の
樋
口
嘉
英
十
日
町
中
学
校
長
が
、

「
こ
の
大
会
に
は
郡
市
内
の
全
中
学

校
の
三
千
百
名
が
参
加
し
、
各
校
で

発
表
会
を
行
っ
て
、
そ
の
代
表
者
が

こ
こ
に
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
大
会
は
自
分
の
意
見
を
ま
と

め
、
他
人
の
生
き
方
を
考
え
る
ま
と

め
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
順
位
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
自
信
を
持
っ
て
述
べ
て

ほ
し
い
」
と
発
表
者
を
激
励
。
中
里

中
学
校
三
年
の
齋
藤
剛
君
を
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
に
、
各
校
代
表
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

自
極
拶
謹
を

　
　
　
走
蝶
続
醗
る

　
　
　
中
里
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
齋
　
藤
　
　
剛

　
『
箱
根
を
走
る
』
1
こ
れ
が
僕

の
夢
。
そ
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
教
師

に
な
り
た
い
。

　
僕
は
中
学
校
入
学
以
来
、
陸
上
部

に
入
り
、
自
ら
を
鍛
え
て
き
ま
し
た
。

「
陸
上
は
個
人
競
技
だ
か
ら
楽
だ
」

な
ど
と
い
う
声
を
時
折
耳
に
し
ま
す
。

自
分
一
人
が
頑
張
れ
ば
そ
れ
で
よ
い

よ
う
に
見
え
、
そ
こ
か
ら
楽
だ
と
思

わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
実

際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陸
上

競
技
ほ
ど
過
酷
な
競
技
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
人
競
技
だ

か
ら
、
自
分
自
身
に
負
け
て
し
ま
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

ば
も
う
そ
の
時
点
で
勝
負
は
つ
い
て

し
ま
う
の
で
す
。
野
球
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
団
体
競
技
に
お
い

て
『
相
手
に
勝
つ
』
の
と
は
違
っ
て
、

『
自
分
』
に
勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な

じ
の
で
す
。
競
技
の
ス
タ
ー
ト
前
な

ど
、
言
い
よ
う
の
な
い
不
安
に
襲
わ

れ
た
り
、
ま
た
、
競
技
中
に
苦
し
い

時
な
ど
は
、
た
っ
た
一
人
で
そ
れ
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

だ
れ
も
助
け
て
は
く
れ
な
い
の
で
す
。

　
陸
上
競
技
と
は
そ
う
い
う
競
技
な

の
で
す
。
僕
は
そ
の
過
酷
な
陸
上
競

技
に
す
っ
か
り
と
り
つ
か
れ
、
中
学

校
を
卒
業
し
て
も
ず
っ
と
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
僕
に
と
っ
て
『
箱
根
を
走
る
』
、
っ

ま
り
『
箱
根
駅
伝
に
出
場
す
る
』
と

い
う
こ
と
は
一
種
の
あ
こ
が
れ
で
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
陸
上
を
続
け

た
い
と
思
う
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る

わ
け
で
す
。
あ
こ
が
れ
を
た
だ
単
に

あ
こ
が
れ
で
終
わ
ら
せ
た
く
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
。

　
『
箱
根
駅
伝
』
と
は
、
毎
年
一
月

二
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
る
伝
統
競
技
で
す
。
テ
レ
ビ
中
継

も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
知
っ
て
い

る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
駅
伝
は
陸
上
の
中
で
も
め
ず
ら
し

い
団
体
競
技
で
す
。
一
人
が
頑
張
っ

て
も
、
決
し
て
強
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
人
で
も
欠
け
た
ら
だ
め
な

の
で
す
。
も
し
一
人
が
失
敗
を
し
た

な
ら
ば
他
の
メ
ン
バ
ー
で
カ
バ
ー
す

る
、
こ
れ
が
団
体
競
技
の
良
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
し
、
駅
伝
も
そ
う

で
す
。
駅
伝
に
は
『
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
』
と
い
う
言
葉
が
よ
く
似
合
い
ま

す
。
僕
は
そ
う
い
う
駅
伝
の
魅
力
に
、

す
っ
か
り
と
り
つ
か
れ
て
い
ま
す
。

　
僕
に
は
、
今
年
度
の
全
国
中
学
校

駅
伝
に
出
る
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま

す
。
十
二
月
の
大
会
を
目
指
し
て
仲

間
と
と
も
に
練
習
を
行
い
、
目
標
実

現
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
目
標
の
頂
点
に
あ
る
の
が

『
箱
根
駅
伝
』
な
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
陸
上
を
続
け
よ
う
と

考
え
る
理
由
は
、
将
来
、
教
師
に
な

り
た
い
か
ら
で
す
。
い
や
、
教
師
に

な
り
た
い
か
ら
陸
上
を
続
け
る
の
で

は
な
く
、
陸
上
を
続
け
た
い
か
ら
こ

そ
教
師
に
な
る
の
だ
、
と
言
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
僕
は
生
涯
陸
上
を
続
け
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に
は
困
難
な

点
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
”
自
分

を
鍛
え
る
時
間
”
を
い
つ
確
保
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
勤
務
先
に
陸

上
部
が
あ
れ
ば
別
で
す
し
、
旭
化
成
、

S
B
食
品
な
ど
、
陸
上
競
技
の
強
い

企
業
の
存
在
も
知
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
分
の
希
望
す
る
勤
務
先
に

為
し
陸
上
部
が
無
け
れ
ば
、
練
習
す

る
時
間
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
そ
の
点
、
教
師
と
い
う
職
業
は
、

生
徒
に
教
え
な
が
ら
一
緒
に
身
体
を

鍛
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
身

に
付
け
て
き
た
技
術
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
と
い
っ
た
、
“
や
り
が
い
”

を
大
い
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
自
分
の
好
き
な
事
を
や
り

な
が
ら
そ
の
力
を
伸
ば
し
、
生
活
の

糧
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
働
く

人
に
と
っ
て
理
想
的
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
は
教
師
と
い
う
仕
事
の
中
に
、
そ

の
理
想
を
求
め
た
い
の
で
す
。

　
陸
上
を
続
け
る
た
め
に
も
、
途
中

で
あ
き
ら
め
な
い
た
め
に
も
、
『
箱
根

を
走
る
』
と
い
う
夢
を
持
ち
続
け
、

『
教
師
に
な
る
』
と
い
う
目
標
を
絶
。

え
ず
掲
げ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
僕
は
走
り
続
け
ま
す
。
こ
れ
は
決

し
て
急
ぐ
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な
が
ら

呼
吸
を
乱
さ
ず
に
…
…
。
自
分
の
夢
・

目
標
に
向
か
っ
て
自
ら
の
道
を
、
ゴ

ー
ル
目
指
し
て
。

　
　
　
　
　
　
き

蟄○
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親善水泳大会で新記録続出

真夏とはいえ￥気温があまり上がらない中、小学生たちが毎日練習に励ん「

できた成果を試す￥村内小学校親善水泳大会が先目2日￥田沢小学校ブール

で開かれました。

ブールサイドでは、各校の児童たちが自校の選手の名前を連呼して応援し。

また、フェンスの外からは、わが子を応援しようとかけつけた父田たちが、

熱い声援を送っていました。

この声援にこたえるかのように、5年生女子の4種目に、5つの大会新記

録が生まれました。

第5学年 ※は大会新記録

順　　　位 墨　　位 2　　位 3　　位

種　　　目 氏　　　名 校名 氏　　　名 校名 矯　　　名 校名

男
　
　
　
　
　
子

自由形
50m 大島勝重 田　沢 阿部圭介 貝　野 樋口勇気 田　沢

100m 渡辺伸二 高道山 樋口裕志 清津峡 阿部圭介 貝　野

平泳ぎ
50m 服部大輔 田　沢 大島宏之 田　沢 渡辺伸二 高道山

100m 渡辺伸二 高道山 富井涼二 高道山 山本純一 清津峡

背泳ぎ
50m 大島宏之 田　沢 鈴木敦志 倉俣 山本哲次 清津峡

100m 大島宏之 田　沢 鈴木敦志 倉俣
50mバタフライ 樋口裕志 清津峡 太島政祐 田　沢 服部大輔 田　沢
100m個人メドレー 樋口裕志 清津峡 服部大輔 田　沢 鈴木敦志 倉俣

女
　
　
　
　
　
子

自由形
50m ※南雲美智子 高道山 羽鳥絵美 貝　野 瀧澤きよみ 清津峡

100m ※上原律子 田　沢 鈴木　　恵 倉俣 樋口昌子 高道山

平泳ぎ
50m 瀧澤きよみ 清津峡 高野裕佳 高道山 上原和恵 田　沢

・100m 高野裕佳 高道山 樋口奈保美 高道山 中嶋美久 貝　野

背泳ぎ
50m 樋口美和 高道山 樋口まな剃 田　沢 鈴木奈美江 清津峡

100m 樋口美和 高道山 樋口まなみ 田　沢 鈴木　　恵 倉俣
50mバタフライ ※南雲美智子 高道山 ※上原律子 田　沢 南雲彩子 清津峡
100m個人メドレー ※上原律子 田　沢 南雲美智子 高道山 瀧澤きよみ 清津峡

第6学年

順　　　位 1　　位 2　　
位
　
　
　
■

3　　位

種・　鐵 鏡　　　．名 校麟 鶏　　　名 校名 矯　　　嶺 校名

男
　
　
　
　
　
子

自由形
50m 山田寿和 清津峡 高井雅史 田　沢 山田康太 倉俣
100m 太嶋勇気 田　沢 広田　　淳 高道山 山田康太 倉俣

平泳ぎ
50m 広田　　淳 高道山 廣田宗昭 田　沢 井口真次 田　沢

100m 廣田宗昭 田　沢 井口真次 田　沢 高橋大輔 倉俣

背泳ぎ
50m 渡辺和幸 高道山 小柳邦彦

田
．
沢 富井　　暁 田　沢

100m 渡辺和幸 高道山 小柳邦彦 田　沢 富井　　暁 田　沢

50mバタフライ 山田寿和 清津峡 山田史雄 高道山 柳　　裕貴 田　沢
100m個人メドレー 山田寿和 清津峡 渡辺和幸 高道山 山田史雄 高道山

女
　
　
　
　
　
子

自由形
50m 富井智子 田　沢 吉楽智子 貝　野 山田真澄 田　沢

100m 富井純子 田　沢 桑原理恵 倉俣 志田さゆり 清津峡

平泳ぎ
50m 服部江梨子 田　沢 吉楽智子 貝　野 高野真弓 高道山

100m 服部江梨子 田　沢 桑原理恵 倉俣 高野真弓 高道山

背泳ぎ
50m 富井智子 田　沢 吉楽智子 貝　野 鈴木幸子 高道山

100m 山田真澄 田　沢 根津愛美 倉俣 富井章子 高道山

50mバタフライ 清瀧千恵 田　沢 鈴木直子 倉俣 渡辺里美 高道山
100m個人メドレー 服部江梨子 田　沢 富井智子 田　沢 鈴木幸子 高道山

［リレーの部］

男子．◎200mリレー　　　　1位高道山　2位田沢　　3位清津峡

　　◎200mメドレーリレ〆一　1位高道山　2位清津峡　3位田沢

女子◎200mリレー　　　　1位田沢　　2位高道山　3位倉俣
　　◎200mメドレーリレー　1位田沢　　2位高道山　3位倉俣

　　　　　　　　謬

　　　　　　　　　⑪

　　　　　田沢小学校4年
惣　．、、、懸謙擦小柳陽美さん

友達が一りん車にのっている所

をかきました。ころびそうなかん

じをだすために．体を大きくまげ

てみました。一りん車の色づかい

がくろうしました。一りん車のか

たちがよくできたと思います。

山田太郎くん（1歳）⑩
和男・和子夫妻の長男（宮中）

　太郎くんの家はお店やさんです。

いつもおばあちゃんが働く姿を見

ているので￥お客さんが来ると軽

く頭を下げて「どうもどうも」￥「あ

りがとう」とかわいい店員さんが

身ぶりでごあいさつ。

　お店の前には小学生や中学生が

よく集まるので、まだしゃべれな

い太郎くんも仲間に加わり、手を

伸ばして「アー￥アー」。トマトや

キュウリが大好きで．畑に入って

、自分でもぎ取り、食べています。
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講議　　耀　　　ド　　、霧弛葦

i藻縫
灘鍵

　9月24日～26日の3日間「’93離島フ士アー」が沖縄県・離島フ

ェアー実行委員会の主催で開催されます。

　「離島苦を乗り越えて￥島興しに工夫を凝らした特産品や地場

産業、郷士の伝統芸能を紹介し、島への理解を深めてもらい、離

島振興に役立てよう」と県内40の有人離島24市町村が対象となり、

仲里村からは、久米島細・久米島漁協の水産加工品・宇江原味0曾・

久米島焼・久米島の久米仙などの展示即売が行われます。

また、特設ステージでは￥各島自慢の伝統芸能が次々と繰り広

げられ￥仲里村からは「久米島細音頭」や「登武那覇太鼓」が出

演し、会場に花を添えます。

例年会場には￥なかなか行くことの出来ない離島島々の￥特産

品を買い求めたり、伝統芸能に見入る人々で会場は、3日間足の

踏み場もないくらいの混みようで．盛大に開催されます。

6棟の建物跡が残る御屋敷遺跡

　
今
か
ら
五
百
五
十
年
ほ
ど
前
、
倉

俣
集
落
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
や
し
き

倉
俣
実
経
氏
の
館
跡
「
御
屋
敷
遺
跡
」

の
発
掘
作
業
が
終
了
し
、
先
月
二
十

一
日
午
後
、
現
地
説
明
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
県
道
拡
幅
工
事
に

伴
っ
て
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
、
倉
俣

氏
が
住
ん
で
い
た
「
倉
俣
館
」
の
す

ぐ
後
ろ
の
山
に
は
、
戦
争
の
時
に
使

っ
た
「
倉
俣
城
」
の
跡
が
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
倉
俣
集
落
は
豪
族
屋

敷
集
落
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
発
掘
し
た
面
積
は
約
千
六
百

㎡
で
、
こ
れ
は
遺
跡
全
体
の
二
割
に

当
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
中
か

ら
、
約
六
棟
の
重
な
り
合
っ
た
大
小

六
棟
の
建
物
跡
を
確
認

　
　
行
政
相
談
委
昌

　
み
な
さ
ん
か
ら
、
国
の
仕
事
、

国
か
ら
委
託
さ
れ
た
県
・
村
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
相
談
を

受
け
、
そ
れ
を
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
行
政
相
談
委
員
に
、
芋

川
の
根
津
敬
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
根
津
さ
ん
は
、
、
長
い
間
民
生
委

員
や
心
配
ご
と
相
談
員
を
勤
め
ら

れ
、
行
政
に
つ
い
て
幅
広
い
見
識

を
持
っ
た
方
で
す
。

　
行
政
相
談
は
、
毎
月
第
四
金
曜

日
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時

ま
で
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

－
一
盈

敬
さ
ん

の
建
物
跡
を
示
す
柱
の
穴
や
、
中
国

の
青
磁
、
石
川
県
珠
洲
市
で
焼
か
れ

た
つ
ぼ
の
破
片
、
銅
銭
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
当
時
の
豪
族
の
生
活

の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
発
掘
調
査
の
中
心
と
な
っ
た
倉
俣

小
学
校
の
金
沢
道
篤
先
生
は
、
「
柱
と

柱
の
間
が
三
・
五
m
の
大
き
な
建
物

や
四
m
問
隔
の
柱
の
跡
な
ど
を
発
見

し
た
こ
と
か
ら
、
何
世
代
に
も
わ
た

っ
て
住
み
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
確

か
。
館
の
持
ち
主
に
結
び
つ
く
遺
物

は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
上
杉
謙

信
の
父
親
で
あ
る
長
尾
為
景
に
仕
え

た
豪
族
、
倉
俣
実
経
か
そ
の
関
係
者

が
住
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と

説
明
し
ま
し
た
。
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の上原

　
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
り
、

歯
を
失
う
原
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
が
「
習

慣
病
」
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ

ら
が
ど
う
し
て
で
き
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
ゆ
く
の

か
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
歯
を
失
う
と
ど
の

よ
う
な
悪
い
影
響
が
あ
る
の
か

を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

年
令
羅
、
麗
腰
秩
う
原
因

　
図
1
は
、
兵
庫
県
の
尼
崎
歯

科
医
師
会
が
実
施
し
た
“
何
が

原
因
で
歯
を
抜
い
た
か
”
の
調

査
結
果
で
す
。

　
四
十
歳
ま
で
は
虫
歯
を
主
な

原
因
と
す
る
抜
歯
が
圧
倒
的
に

多
く
、
全
年
令
で
み
る
と
約
半

数
が
虫
歯
が
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
四
十
～
六
十
歳

代
に
お
い
て
は
歯
槽
膿
漏
が
優

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

七
十
歳
以
降
で
は
、
再
び
虫
歯

を
原
因
と
す
る
抜
歯
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
歯
を

失
う
「
主
な
原
因
」
は
虫
歯
と

歯
槽
膿
漏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

歯
の
喪
叢
懸
汲
ぽ
す
影
響

　
歯
を
失
う
と
、
局
所
的
・
全

身
的
に
悪
い
影
響
が
及
び
ま
す
。

　
前
歯
が
抜
け
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
、
食
物
を
噛
み
切
る

こ
と
が
困
難
と
な
り
、
空
気
が
甲

も
れ
て
は
っ
き
り
と
発
音
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
口
元
に
シ
ワ
が
よ
っ
た

り
目
尻
が
下
が
る
な
ど
、
顔
の

表
情
に
も
違
い
が
現
れ
ま
す
。

　
奥
歯
が
抜
け
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
、
噛
む
能
率
が
半
減

し
ま
す
。
よ
く
噛
め
な
い
た
め

に
胃
腸
に
負
担
が
か
か
っ
た
り
、

・
食
事
に
か
た
よ
り
が
で
き
る
た

め
に
、
十
分
な
栄
養
を
摂
取
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
よ
く
噛
む
と
い
う
動

作
に
は
重
要
な
効
用
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

だ
液
の
分
秘
量
が
増
加
し
ま
す
。

こ
の
だ
液
中
に
は
、
ペ
ル
オ
キ

シ
ダ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
が
含
ま

れ
て
い
て
、
こ
れ
が
発
ガ
ン
物

質
の
毒
を
消
す
働
き
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
間
の
脳
に
い
く
動
脈
の
血
流

の
速
さ
が
増
す
こ
と
が
実
験
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
脳
に
は
、

通
常
一
分
問
に
七
百
五
十
認

（
牛
乳
び
ん
四
本
分
に
相
当
）

も
の
大
量
の
血
液
が
流
れ
込
ん

で
い
ま
す
。
血
液
の
循
環
が
と

だ
え
る
と
、
脳
の
神
経
細
胞
の

図1　何が原因で歯を抜くか
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活
動
が
低
下
し
た
り
死
ん
だ
り

し
ま
す
。
よ
く
噛
め
ば
、
脳
の

血
液
の
循
環
が
よ
く
な
り
、
ボ

ケ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
歯
が
抜
け
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
と
、
口
の
中
に
も
悪
影
響

が
及
び
ま
す
。
例
え
ば
図
2
に

示
す
よ
う
に
、
下
あ
ご
の
奥
歯

の
第
一
大
臼
歯
が
抜
け
た
歯
の

側
に
傾
斜
し
て
き
ま
す
。
そ
の

結
果
、
そ
れ
ら
の
歯
の
周
り
に

食
べ
物
の
“
か
す
”
が
た
ま
ゆ

易
く
な
り
、
歯
槽
膿
漏
（
図
中

の
A
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
形
成
）

が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
と

歯
の
間
に
は
す
き
問
が
生
じ
（
図

中
の
B
、
接
触
点
の
喪
失
）
、
そ

こ
に
食
べ
物
が
は
さ
ま
っ
た
り
、

虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
が
起
こ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
相
手
を
失
っ
た

上
あ
ご
の
歯
は
徐
々
に
下
が
っ

て
き
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
異

常
な
噛
み
合
わ
せ
を
作
り
ま
す

（
図
中
の
C
、
早
期
接
触
）
。
異

常
な
噛
み
合
わ
せ
は
、
顎
を
動

か
す
筋
肉
に
疲
労
を
起
こ
し
た

り
、
頭
痛
を
起
こ
し
た
り
し
ま

す
。
少
々
や
や
こ
し
い
説
明
と

な
り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
一

本
の
歯
を
失
う
と
い
う
こ
と
は
、

残
り
の
歯
を
失
う
と
い
う
危
険

性
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

図2

B
髄
接
触
点
の
喪
失
、
A
”
歯
肉
の
退
縮
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A：歯周ポケットの形成

下顎第一大臼歯を喪失した後に継発する諸現象
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

噺

住
羅
纐
灘
調
鎧
に

　
　
　
　
　
　
態
鰯
殉
セ
，

　
今
年
は
住
宅
統
計
調
査
の
年
刃

昭
和
2
3
年
か
ら
5
年
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
の
調
査
も
、
今
年
で

n
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
住
宅
統
計
調
査
の
結
果
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
政
策
を

立
案
す
る
う
え
で
、
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、
全
国
の
1
4
万

7
千
地
域
、
約
4
百
万
世
帯
を
対

象
に
、
平
成
5
年
1
0
月
1
日
現
在

で
行
わ
れ
ま
す
。
9
月
2
3
日
か
ら

調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
調
査
の

対
象
と
な
っ
た
世
帯
の
方
は
、
調

査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票

は
1
0
月
1
日
以
降
に
回
収
し
ま
す
。

じ
壌
驚
灘
乳

ば
あ
嚇
灘
麗
、
．

楽
し
み
爆
繕
総
マ
φ

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。

　
村
で
は
敬
老
の
日
を
記
念
し
て
、

恒
例
の
老
人
福
祉
大
会
を
中
里
中

学
校
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
の
対
象
者
は
大
正
七
年
三

月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

（
七
十
五
歳
以
上
）
で
す
。
ご
っ

つ
お
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

秋
碕
螢
国
簾
通
安
全

運
動
麓
蟷
霧
麟
嚢
す

　
9
月
2
1
日
㈹
か
ら
3
0
日
㈲
ま
で

の
1
0
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
行
わ
札
ま
す
。

　
県
内
の
今
年
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
者
数
は
、
異
常
と
も
言
え
る

鰭｛杉谷叢二男｝荒屋

賓｛鷹巣欝三男｝本屋敷

鈴木政久
※掲載を希望しな

　申し出てくだざ

［＝霧購量昏コ

ほ
ど
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
、
ド
ラ
イ

バ
ー
も
歩
行
者
も
、
交
通
ル
ー
ル

を
き
ち
ん
と
守
り
、
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

〔
運
動
の
重
点
〕

1
、
高
齢
者
の
横
断
事
故
防
止

2
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

3
、
一
フ
イ
ト
の
早
目
の
点
灯

加
蝶
嚢
難
繍
欝
か
？

バ
イ
鱗
雛
灘
賠
賛

　
2
5
0
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
に
は

車
検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の
継
続
契

約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保

険
（
共
済
）
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
て
、
無
保
険
（
無
共
済
）

で
走
る
と
、
6
か
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ

　10月1日から、法務局（登記所）

で公図の閲覧をするには、手数料が

必要となります。

　手数料は1枚400円です。登記印紙

で納めてください。

　・o

ら
に
違
反
点
数
6
点
と
な
り
、
免

許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

　
も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、

代
理
店
（
バ
イ
ク
・
自
転
車
店
等
）
、

農
協
で
手
続
き
し
ま
し
よ
う
。

信
濃
獺
灘
拶
ノ
・

　
　
霧
轍
議
韓
蒙

　
　
　
　
．
裳
整
驚
募
集

入
学
願
書
受
付

▼
受
付
開
始
　
9
月
1
日
㈱
か
ら

▼
募
集
科
・
定
員
（
全
日
制
2
年
）

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
…
…
5
0
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
…
…
5
0
名

求
人
受
付
（
受
付
中
）

▼
募
集
科
・
定
員
（
来
年
3
月
卒

業
予
定
者
）

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
…
…
3
9
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
…
…
3
9
名

問
い
合
わ
せ
　
信
濃
川
テ
ク
ノ
・

ア
カ
デ
ミ
ー
（
智
0
2
5
8
i
82

－
8
2
8
2
）
へ
。

自
衛
濤
羅
馨
集

　
防
衛
庁
で
は
、
陸
・
海
・
空
の

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自

衛
官
の
規
律
あ
る
団
体
生
活
か
ら

生
ま
れ
る
協
調
性
、
責
任
感
、
根

性
と
教
育
訓
練
に
よ
る
技
能
や
資

格
が
、
除
隊
後
の
就
職
に
も
大
い

に
役
立
ち
ま
す
。

身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員

資
格
　
満
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の

男
女
。
募
集
は
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
行
政

係
ま
た
は
長
岡
募
集
事
務
所
（
智

0
2
5
8
1
3
3
－
0
2
5
e
）
へ
。

14件
O人

18人

●交通事故件数

　　292目
（8月末累計）

●傷者
●死亡事故ゼロ

◎妊婦健診・母親学級

　9月24日㈱　上村病院

　妊婦健診（受付）13：00～13：30

　母親学級（内容）妊婦の疾病予

　　　　　　　　　防と赤ちゃん

　　　　　　　　　の保育

◎三種混合接種（2回目）

　9月21日㈹　総合センター

14：10～15：00

平成5年9月10日広報なかさと13



根津雅美さん
集落芋川

青春してます
　9月10日～9月26日

カレンタ“一
昭和47年5月5日生まれ　21歳

10働
心配ごと相談（藤田義一）　合老人福祉セン

ター　013：30～16：00

11仕）

12（日〉

13（月）

胃がん検診　倉保健センター

∈）8：00～10：00受付

交通事故相談　合十日町市役所

（D10：00～14：00

14㈹

胃がん検診　合保健センター

∈）8：00～10：00受付

ひまわり家庭教育学級　合中里保育所

（D19：30～21：00

15㈱
敬老の日

老人福祉大会倉中里中学校体育館

010：00～

16休）

17働
心配ごと相談（山田虎一）　合老人福祉セン

ター　（D13：30～16：00

18（土） 文化講演会講師　小沢昭一氏
合Uモール　（D19：30～21：00

19（日）

20㈲

21㈹
秋の全国交通安全運動（30日まで）

男のクッキングタイム　倉総合センター

019：30～21：30

22㈱

23休）
秋分の日

手作り工芸教室　合総合センター

（D19：30～21：30

24働

心配ごと相談（村山篤稔）　倉老人福祉セン

ター　（E）13：30～16：00

行政相談　倉老人福祉センター

（D13：30～16：00

妊婦健診・母親学級　合上村病院

013：00～13：30受付

25ω

舛ジ
缶鋸漕　㌔誹

※i幾蔓償癒場奮鎌灘鱗議塗、御爾鍛際馨確認濾

　　　　　　　おね癒義蝿濠叢Φ

星座牡牛座
血液型A型
身長148cm
雅美さんは4月から、大井田保

育園で4歳児のキリン組16人の先

生をしています。小さいころから

子供といっしょにいるのが楽しく

て、保母になるのが夢だったとい

う。その夢が実現した今は「楽し

くてしょうがない」毎日。趣味は

カラオケ。「今年はスキーにも挑戦

したい」。理想の男性は「おもしろ

㊧津南病院簾謂
㊧至誠堂医院禅講1

㊧中条病院禅合謂
㊧大熊内科医院禅省謂

　
冷
夏
の
影
響
で
、
新

稲
作
況
指
数
は
9
5
く
ぢ

そ
う
で
す
。
東
北
・
北

滅
的
で
、
指
数
は
8
5
ほ

予
想
が
出
て
い
ま
す
。

し
い
米
を
産
す
る
魚
沼
（

比
較
的
高
い
場
所
に
位

の
が
多
い
た
め
、
収
量

下
が
る
見
込
み
だ
と
い

小
の
水

一
な
り

ほ
壊

）
い
う

）
お
い

田
は
、

ノ
る
も

パ
幅
に

》
と
で

す
。▼
新
聞
に
よ
る
と
、
自
由
米
（
ヤ

ミ
米
）
の
相
場
は
青
天
井
に
な
る

と
の
こ
と
。
高
く
売
れ
る
の
が
わ

か
れ
ば
、
当
然
高
い
方
へ
売
る
の

が
人
の
心
。
市
場
経
済
と
食
管
法

と
い
う
統
制
経
済
の
は
ざ
ま
で
、

果
た
し
て
、
今
年
の
コ
メ
は
ど
う

動
く
の
で
し
ょ
う
。

愁儀

胤－

　　　　　（昭和60年7月25日制定）

聖1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1．愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。スギ ユリ

　破竹の勢い
　はちく
　「破竹の勢いで勝ち進む」と

いえば、猛烈な勢いで一万的に

勝利を収めていく状況を指しま

　　　　　わす。竹を刃物で縦に破るとき．
　　ふし　　さ
最初の節を割いてしまえば．あ

とは力を入れなくても簡単に破

れていくので、この「破竹の勢

い」という表現が生まれました。』

ことわざに、「竹8目木6目」

というのがあります。竹は陰暦

8目に￥木は陰暦6目に伐採す

るのがよいという意味で竹の場

合は陰暦の9～10目にかけてが
き　　　　　　　　　　　　　　　　たけのこ
伐り時というわけです。竹は筍

が出はじめる晩春から初夏にか

けて葉が落ち、秋になると緑あ

ざやかに茂ります。このころが

「竹の春」と呼ぱれる成長期で、

質も最もよい伐り時なのです。

　「破竹の勢い」という成句は￥
　しん　　と　よ　　　　　　　　　　ふる
中国晋の杜預が「兵威すでに振

う。たとえば竹を破るがごとし。

数節の後、皆刃を入れれば、竹

のほうから破れていくように、

物事が容易に解決することを「刃

を迎えて解く」といいますが、

この成句は「破竹の勢い」ほど

使われてはいません。

　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
ル

言
葉
の

欝一　　　、驚　　　8月末現在
　　　　　　（）は前月比

人ロ男3，337人（＋5）女3，358人（＋3）計6，695人（＋8）・世帯数1，639（一3）
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